
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
始
動

地
下
街
な
ど
浸
水
対
策
を
強
化

総
合
評
価
落
札
方
式
の
改
善
へ

国
交
省

懇
談
会
生
産
性
向
上
・
担
い
手
を
確
保

内
閣
官
房
の
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
（
防
災
・
減
災
）
懇
談
会
」
（
座
長
・
藤
井
聡
京
都
大
学
大
学

院
工
学
研
究
科
教
授
）
は
一
月
十
九
日
、
東
京
・
霞
が
関
の
災
害
対
策
本
部
会
議
室
で
第
一
回
「
事
前
防
災
・
複

合
災
害
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
（
藤
井
座
長
）
を
開
催
し
た
。
小
此
木
八
郎
国
土
強
靭
化
担
当
相
ら
が
出
席

し
、
東
京
湾
に
お
け
る
高
潮
対
策
の
現
状
な
ど
を
確
認
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
事
前
防
災
の
取
り
組
み
を
一
段
と
加

速
し
、
地
下
鉄
・
地
下
街
・
港
湾
の
浸
水
対
策
や
広
域
避
難
対
策
を
抜
本
的
に
強
化
す
る
。

気
候
変
動
の
影
響
で
気
象

災
害
が
激
化
・
頻
発
化
し
て

い
る
。
南
海
ト
ラ
フ
地
震
な

ど
の
大
規
模
地
震
も
切
迫
し

て
お
り
、
事
前
防
災
の
取
り

組
み
を
加
速
す
る
必
要
性
が

高
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
伴

い
大
規
模
自
然
災
害
と
感
染

症
な
ど
の
複
合
災
害
へ
の
対

応
も
急
務
の
課
題
と
な
っ
て

い
る
。

令
和
元
年
東
日
本

台
風
や
令
和
二
年
七

月
豪
雨
災
害
を
は
じ

め
と
す
る
近
年
の
水

害
で
は
氾
濫
想
定
区

域
の
高
齢
者
福
祉
施

設
が
被
災
す
る
な
ど

災
害
ハ
ザ
ー
ド
エ
リ

ア
に
お
け
る
事
前
防

災
の
重
要
性
が
顕
在

化
し
て
い
る
。
ま
た

ス
ー
パ
ー
台
風
の
東
京
湾
直

撃
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
、

臨
海
部
低
地
に
お
け
る
高
潮

対
策
の
速
や
か
な
強
化
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
同
懇
談
会
は
事

前
防
災
・
複
合
災
害
対
策
を

推
進
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル

ー
プ
を
新
設
。
政
府
の
「
防

災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の

た
め
の
五
カ
年
加
速
化
対

策
」
に
基
づ
き
具
体
的
な
取

り
組
み
の
方
向
性
に
つ
い
て

議
論
し
て
い
く
。

当
日
の
初
会
合
で
は
小
此

木
担
当
相
が
冒
頭
あ
い
さ
つ

に
立
ち
「
藤
井
座
長
と
は
数

年
に
わ
た
っ
て
意
見
交
換
を

重
ね
、
国
土
強
靭
化
と
い
う

重
要
な
課
題
に
真
摯
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
い
た
。
専
門

家
の
方
々
の
貴
重
な
ご
指
摘

を
踏
ま
え
、
十
五
兆
円
規
模

の
五
カ
年
加
速
化
対
策
に
全

力
で
取
り
組
ん
で
い
る
。
最

近
の
豪
雪
被
蓋
や
近
年
の
豪

雨
災
害
な
ど
被
災
地
に
赴
く

た
び
に
問
題
の
深
刻
さ
を
痛

感
し
て
い
る
。
今
後
、
東
京

湾
で
高
潮
が
発
生
す
れ
ば
壊

滅
的
被
害
が
生
じ
る
お
そ
れ

が
あ
る
。
検
討
課
題
は
広
範

囲
だ
が
、
た
い
へ
ん
重
要

だ
。
国
民
の
防
災
意
識
が
高

ま
る
よ
う
活
発
な
議
論
を
お

願
い
す
る
」
と
呼
び
か
け

た
。こ

の
あ
と
内
閣
官
房
が
東

京
湾
高
潮
対
策
の
取
り
組
み

状
況
、
国
土
交
通
省
が
東
京

湾
高
潮
・
高
波
対
策
、
東
京

地
下
鉄
㈱
が
東
京
メ
ト
ロ
の

風
水
害
対
策
、
内
閣
府
防
災

担
当
が
「
令
和
元
年
台
風
第

十
九
号
等
を
踏
ま
え
た
避
難

情
報
及
び
広
域
避
難
サ
ブ
ワ

ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
最
終
と

り
ま
と
め
」に
つ
い
て
説
明
。

事
前
防
災
を
加
速
す
る
観
点

か
ら
地
下
街
な
ど
の
浸
水
対

策
・
広
域
避
難
対
策
の
強
化

や
基
幹
的
海
上
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
確
保
、
災
害
ハ
ザ

ー
ド
エ
リ
ア
に
関
す
る
河
川

の
整
備
・
管
理
な
ど
の
取
り

組
み
を
推
進
し
て
い
く
。

国
土
交
通
省
の
「
発
注
者

責
任
を
果
た
す
た
め
の
今
後

の
建
設
生
産
・
管
理
シ
ス
テ

ム
の
あ
り
方
に
関
す
る
懇
談

会
」
の
建
設
生
産
・
管
理
シ

ス
テ
ム
部
会
（
部
会
長
・
小

澤
一
雅
東
京
大
学
大
学
院
工

学
系
研
究
科
教
授
）
と
業
務

・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
部
会
（
部

会
長
・
木
下
誠
也
日
本
大
学

危
機
管
理
学
部
教
授
）
の
第

一
回
合
同
会
議
が
一
月
十
八

日
、
東
京
・
霞
が
関
の
同
省

会
議
室
で
開
か
れ
た
。
生
産

性
向
上
や
担
い
手
確
保
に
向

け
た
総
合
評
価
落
札
方
式
の

運
用
改
善
な
ど
を
め
ぐ
っ
て

活
発
に
意
見
交
換
し
た
。

同
懇
談
会
で
は
発
注
者
の

視
点
か
ら
建
設
生
産
・
管
理

シ
ス
テ
ム
の
見
直
し
を
進
め

て
い
る
。
社
会
資
本
の
整
備

と
維
持
管
理
・
更
新
を
適
切

に
行
い
、
将
来
に
わ
た
っ
て

安
全
な
イ
ン
フ
ラ
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
く
。

初
の
合
同
会
議
で
は
東
川

直
正
同
省
大
臣
官
房
技
術
審

議
官
が
冒
頭
あ
い
さ
つ
に
立

ち
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
は
公
共
事
業
に

も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
る
。
緊
急
事
態
宣
言
に
よ

る
待
っ
た
な
し
の
状
況
下
で

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
や
論
点
を

整
理
し
、
皆
さ
ま
と
共
に
着

実
に
解
決
し
て
い
き
た
い
」

と
述
べ
、
一
層
の
協
力
を
要

請
し
た
。
ま
た
小
澤
部
会
長

が
「
こ
れ
ま
で
は
中
長
期
的

な
観
点
で
議
論
し
て
い
た
だ

い
た
。
合
同
会
議
で
は
目
の

前
の
課
題
を
解
決
す
る
こ
と

に
主
眼
を
置
い
て
い
る
」
、

木
下
部
会
長
が
「
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
へ

の
速
や
か
な
転
換
が
迫
ら
れ

て
い
る
。
工
期
の
大
幅
短
縮

な
ど
抜
本
的
な
改
革
が
必
要

だ
」
と
強
調
し
た
。

続
い
て
令
和
元
年
度
総
合

評
価
落
札
方
式
の
実
施
状
況

な
ど
を
確
認
し
、
さ
ら
な
る

運
用
改
善
や
働
き
方
改
革
の

推
進
に
向
け
て
熱
心
に
議
論

し
た
。

関係府省・企業が取り組み状況を報告

小此木担当相

第１回合同会議を開催

東川審議官
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